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1. 序

本稿は, 2000年にメキシコで公開された映画『アモ

ーレス・ペロス（Amores Perros）』の「都市物語性」,「階

級の混淆と分離」及び「登場人物の主体性」について

分析することを目的とする. まず,『アモーレス・ペロ

ス』のあらすじを追い, 次にこの作品全体に共通する

「犬」の存在, 更にメキシコシティという都市との絡

み, 及びその「都市物語性」について検討する. また,

広義の「階層決定」に登場人物の意思決定が主体的に

関与していることを見て, 『アモーレス・ペロス』に

登場する主人公たちの特徴を考察する.

2. 『アモーレス・ペロス』の概要

『アモーレス・ペロス』は, 現在も精力的に活動を

続けている映画監督アレハンドロ・ゴンサレス・イニ

ャリトゥ（Alejandro González Iñárritu：1963- ）の処女

作にして最高傑作である. かなりの低予算（200万ド

ル）で製作されたにもかかわらず, 興行収入はその 10

倍以上に達し, 当時無名だったゴンサレスを一躍映画

界のトップに押し上げた.

本作は, メキシコの首都メキシコシティを舞台に 3

つのエピソードが緩急をつけて絡み合う形で進行する.

まず, 三者が交錯する「交差点での自動車事故」が冒

頭のシーンを飾る. 続いて 3つのエピソードが別個に

始まるが, それらが小さな要素も含めて有機的に関連

していく.

第 1のエピソードは, 貧乏な家庭に生まれた青年オ

クタビオが彼の兄ラミロの妻（即ち義理の姉）スサナ

に恋心を抱くことから始まる. スサナは粗暴な夫ラミ

ロからの暴力に苦しんでいた. オクタビオは, そんな

スサナに自分と駆け落ちするように持ちかける. 駆け

落ちの費用を稼ぐためにオクタビオは飼い犬コフィを

闘犬に出場させ, 多くの金を得る. しかし, スサナは

そのお金のほとんどを持ち出してラミロと逐電する.

オクタビオは最後の闘犬に向かうが, 闘犬ライバルの

ハロチョが銃でオクタビオの犬を撃つ. 仕返しにハロ

チョをナイフで刺したオクタビオは, ハロチョの所属

するギャングの一味に車で追われてカーチェイスを繰

り広げる. その最中, オクタビオは交差点で自動車事

故を起こす. この自動車事故こそ, 3つのエピソードと

の文字通りの「物語の交差点」となる.

第 2のエピソードは, 上層階級を象徴するスペイン

出身の女優モデルのバレリアと, 芸能関係の仕事に就

く妻子ある男性ダニエルとの不倫を軸に描かれる. ダ

ニエルは妻子と別居し, バレリアと一緒に住み始める.

彼女が買い物に出かけて車を運転している最中, 前述
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の自動車事故に巻き込まれる. バレリアは足に重傷を

負いながらも何とか命だけは取り留めるが, 車椅子生

活を余儀なくされる. バレリアは車椅子のままダニエ

ルと愛犬リッチーとのマンション生活を満喫するが,

ある日リッチーが床の穴から床下に迷いこんで行方不

明になる. リッチーを探し出そうと躍起になり, 情緒

不安定になるバレリアは, ダニエルとの口喧嘩が絶え

ないようになる. ようやくリッチーが見つかるも, バ

レリアの傷の状態が悪化し, 彼女は足を切断せざるを

得なくなる.

第 3のエピソードは, 大学教授の職にありながらも

反体制運動に参加し, 殺し屋に転落したエル・チーボ

を中心に展開される. 彼は偶然にも交差点の自動車事

故を目撃し, 金品とともに銃で撃たれて重傷を負った

闘犬コフィを我が物にして自宅に持ち帰る. コフィは

エル・チーボの必死の治療の甲斐もあって回復するも,

エル・チーボが飼っていたその他の犬たちを噛み殺し

てしまう. 一方, 彼は殺人の依頼を受けるが, それは

依頼者の兄を殺害せよ, というものであった. 彼は暗

殺を実行することなく, 依頼者と殺害のターゲットと

なった兄を縛り上げて同じ部屋に置き去りにしたまま

去っていく. エル・チーボは別れた娘の部屋に侵入し,

稼いだお金を枕の下に置き, コフィと二人で荒野を歩

き出す.

3. 『アモーレス・ペロス』の分析

以下, 『アモーレス・ペロス』を,①「犬」の視点,②

支配者階級と被支配者階級,③メキシコシティという

都市とその物語性（都市物語性）,④登場人物による意

思決定の主体性, などの視点から考察していく. また,

①～④の各要素は別々に語られるべきものではなく,

要素間が（各エピソードと同じく）複雑に絡み合って

いることを見る.

3.1 「犬」を巡って -貧困と汚辱, そして金持ちの遊

戯の象徴

この作品は, 全編を通じて「犬（perro）」がキーワー

ドとなっている. 題名『アモーレス・ペロス（Amores

Perros）』は, 直訳が非常に難しいが, あえて訳せば「犬

のような愛」や「犬の愛」とでもなるだろう. タイト

ルを見ても, 視聴者はこの作品が犬を中心に巡ってい

ることが分かるが, その役割はエピソードごとに大き

く異なっている 1.

まず前提として, 「犬」は特にスペイン語圏社会で

は軽蔑と汚辱の対象となっていることに注意する必要

がある. スペイン語の罵倒語「売春婦の息子（hijo de

perra）」は, 直訳すれば「雌犬の息子」である. その他,

「犬畜生」などの言い回しが日本語でも見られるよう

に, 「犬」を使った慣用句や表現に肯定的な価値を見

出すことは難しい. メキシコシティは, 後述するよう

に汚辱と屈辱の街である. その屈辱をこの作品及び登

場人物の造型で具現化させたのが, 他ならぬ「犬」で

ある.

それでは, 第 1のエピソードについて見よう. 闘犬

として活躍するコフィは, 残念なことに飼い主のオク

タビオ, その兄のラミロの両者から愛情を全く注がれ

ていない. 僅かにスサナが闘犬で傷ついたコフィを見

て「可哀そう」と言葉を漏らす程度で, その実, 彼女も

真剣にコフィを気にかけたり, 愛する様子を見せたり

はしない. その証拠に, スサナはオクタビオが闘犬場

にコフィを連れ出すのを見ても, 彼を必死に止めるこ

とはない. 彼女はコフィが闘犬で自分たちにお金をも

たらしてくれるのを, むしろ嬉しがっている風ですら

ある. また, コフィが勝手に外に出て行ってしまって

も, 何の反応も見せずに「困った犬（Pinche perro）」と

苦々しげに吐き捨てるだけである. コフィが勝手に逃

げ出すと, 夫のラミロに暴力を伴った厳しい叱責を浴

びせられるから, というすこぶる利己的な理由だけで,

彼女は飼い犬コフィに接する. 彼らにとって, コフィ

は金蔓と厄介をもたらす「兄／夫の従属物」以外の何

物でもないのだ.

また, オクタビオたちを取り囲む人々も, 犬を金儲

けの道具, ないしは唾棄すべき存在としてしか捉えて

いない. 闘犬を取り仕切る小悪党マウシリオは, 犬に

対して一片の愛情も抱いていない. オクタビオに向か

って自慢げに自分の犬（マック）を見せびらかすが, そ
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の目的は「マックのお陰でバン（camionetaと呼ばれる

大型車）が買えた」などという低俗な経済的優位の誇

示である. ラミロは, 弟のオクタビオが飼い犬コフィ

を使って闘犬で荒稼ぎをしているのを知ると, 銃をコ

フィの眉間に突きつけて「儲けを半分寄こさないと殺

す」と脅す. 闘犬のライバル・ハロチョに至っては, コ

フィと戦わせて死んだ数々の犬の死体を, まるでごみ

のように扱う. 戦いの果てに死んでいった犬たちへの

敬意や尊厳は無残なまでに踏みにじられている. 更に

ハロチョは, オクタビオを脅してコフィを手に入れよ

うとしたり, 自分の犬が負けそうになるとコフィを銃

で撃ったりするなど, 徹底的に金儲け至上主義を貫い

ている.

つまり, オクタビオだけでなくスサナ, ハロチョ,

マウシリオ, ラミロといった闘犬にかかわる人物は,

犬に金儲けの道具以上の価値を見出していない. 第 1

のエピソードの人物たちは, 裕福ではないものの, 少

なくとも日々の暮らしができている. ところが, 彼ら

の金に対する執着は常軌を逸するほど凄まじい. スー

パーのレジ打ちで細々と小銭を稼ぐラミロにとって,

そんな惨めな, ある意味で小市民的な生き方は耐えら

れなかった. だからこそ, 彼は仲間を集めて強盗を働

き, 物語の終盤で警官に撃ち殺されるという破滅的な

最期を迎える.

彼らの人生は, 犬というフィルターを通して, 常に

金銭の多寡によってその価値が決定されている. そこ

には人間同士の友情や愛情はほとんどない. 例外はス

サナのラミロに対する狂信的・盲目的・無知的な愛だ

けだろう. だからこそ, 悪女たるスサナは自分に愛情

を注いでくれるオクタビオを裏切って, 金をネコババ

して DV夫と出奔したのだ. だが, 常に夫の暴力に怯

え, 赤ん坊の世話を押しつけられる年若い女子高生の

スサナにとって, それが真実の愛であったかどうかは

甚だ疑わしい. 社会の底辺に生きる彼らにとっては,

人間同士の愛も容易く金銭欲に屈服する. いわんや犬

に対しての愛情など, 彼らにとっては塵芥も同然であ

る.

さて, 第 2のエピソードでモデルのバレリアが飼っ

ている愛犬リッチーは, 紛れもなく富裕層, 社会の勝

ち組の象徴である 2. 第1のエピソードでは犬が金銭獲

得のための道具であったのとは対照的に, 彼女は犬に

対して惜しみなく出費し, 手間をかける. 何しろ, バ

レリアは愛犬の保護のためにマンションの床板を容赦

なく引き剥がすという行為までやってのけるのだ. 愛

犬リッチーがいなくなることで, 彼女は精神的に不安

定になり, 不倫相手のダニエルと口喧嘩を繰り返すよ

うになる. マスメディアの第一線で活躍する家庭持ち

の男との（夢のような, 経済的に安定している）不倫

生活は, こうして「犬」の存在によって壊されていく.

一方, ダニエルにとってリッチーは不倫相手の愛犬

以上のものではない. リッチーを探しに床板をはがそ

うとするバレリアに対し, ダニエルは「修理するお金

がない」と無下に言い放ち, これもまた口論の種とな

る. ここで「犬への愛」を注いでいるのはバレリア一

人で, ダニエルは「不倫相手の気を惹きたい」という

ためだけに, 彼女の愛犬リッチーを気にかける.

彼女は床下に落ちて行方不明になったリッチーをお

びき寄せようと, 傷ついた足でがんがん床を叩くが,

これも怪我人の行動としては極めて不適切である. 彼

女の症状は悪化し, 最終的に片足を切断して華やかな

女優生活, モデル生活は終わりを告げるが, その遠因

を作ったのは間違いなく愛犬リッチーである. ところ

が, バレリアはリッチーに対して恨み言をぶつけるこ

ともなく, むしろリッチーを愛おしく抱き締めながら

車椅子でマンションに戻る.

第 1のエピソードで, 犬はオクタビオたちにお金を

もたらしたが, 愛やぬくもりといった精神的安住を提

供することはなかった. 第 2のエピソードでは, 犬は

バレリアに精神的安定をもたらしたが, その代わりに

多額の出費, 手間, 彼女の片足, CMの契約そして女優

モデルとしてのキャリアが犠牲になった. オクタビオ

たちが経済的に犬に依存しているのに対し, バレリア

は精神的・心理的に犬に依存している. そして犬によ

って失ったのが, 前者は愛情であり, 後者は女優とい

う華々しい経歴であった. こうして見ると, 第 1のエ

ピソードの登場人物と, 第 2のエピソードの登場人物
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は, ちょうど鏡のように対称を成していることがはっ

きりする. そして, その鏡の役割を果たしているのが

「犬」である. これは後述するように, 彼らが下層階級

にいるか上層階級にいるかという「社会的な対称性」

となって顕現される.

第 3のエピソードでは, 上層階級と下層階級が隣接

して接近するも, 結局交わることがないという「不和」

の象徴として「犬」が機能している. 犬をペットの如

く愛するのは, 言わば上層階級にのみ許された特権で

ある. 下層階級に所属する人間たちは, 自分の面倒も

見られないのに犬を愛玩動物として見る暇もなければ

余裕もない. 金銭的な余裕のなさによって, 犬は厄介

者の烙印を押され（スサナの犬に対する姿勢）, あわ

よくば（オクタビオたちがそうしたように）尊厳を持

つ生きた対象ではなく, 単なる道具として酷使される.

ところが, エル・チーボは, 殺し屋という社会の底辺ど

ころか社会そのものにすら拒絶されている立場に置か

れているのに, 愛玩用の犬を多数飼っている. 上層階

級の象徴たるペットが, 社会に拒絶されたアウトサイ

ダーたるエル・チーボによって具現化されていること

になる. ここに, 第 3のエピソードにおける上層階級

と下層階級の奇妙な融合が見られる.

ところが, ペットとして飼われていた犬たちの生活

が, 愛玩用ではない闘犬コフィの出現によって一気に

変化する. コフィはハロチョに撃たれて重傷を負って

いたが, エル・チーボの献身的な介護のお陰で回復す

る. ところが, 恩を仇で返すように, 健康になったコ

フィは闘犬の本能そのままに「愛玩動物としての犬た

ち」を噛み殺す. つまり, 上層階級に属するペットとし

ての「犬」と, 下層階級に属する闘犬場の一兵士とし

ての「犬」は, 決して交わることはない.

このことはちょうど, 人間社会においてもバレリア

たちとオクタビオたちが決して交差することがないこ

とと符合する. 第 1のエピソードの最中, オクタビオ

の友人がテレビの画面に映るバレリアの姿を見て,

「いい女だな」と呟き, 羨望の眼差しを向ける. 彼ら下

層階級の人間にとって, 上層階級の, 愛犬リッチーを

「ペットとして」飼っているような人種は, 決して交

流することのできない高嶺の花である. 彼はテレビの

画面越しという「虚構の」バレリアを見て, 手の届く

ことのない理想の女性像を重ね合わせる. 彼らが目指

す百万長者が「虚構」であるのと同じ理屈である. 実

際, 物語でオクタビオたちとバレリアたちが接するの

は, 冒頭の件の「自動車の交通事故」だけだ. その短い

接触の間すらも, 彼らが顔を突き合わせることは決し

てない.

エル・チーボは, 社会的に最下層に定位しながら, 上

層階級からの殺しの依頼を受ける. 言わば, エル・チー

ボ自身も, 上層階級と下層階級の狭間を遊離している.

大学教授という「勝ち組」にいた時代のエル・チーボ

なら, 下層階級の人間たちなど見向きもしなかっただ

ろう. 反体制派運動に加わって最下層に転落した彼は,

まるで過去の幻想を追い求めるが如くに「愛玩動物と

しての犬」を多数自分の周りに侍らせる. ところが, そ

の儚い絆を断ち切るように, 下層階級を代表する「闘

犬としての犬」たるコフィが彼らを残虐に引き裂く.

コフィの行動は,「お前は下層階級の人間で, 決して

上流階級に戻ることはない」とエル・チーボに最後通

牒を突きつけているのである. この意味で, 第 3のエ

ピソードの犬たちは「決して交わることのない上層階

級（愛玩用の犬）と下層階級（闘犬用の犬）」を象徴し

ている. そしてエル・チーボは, そのどちらにも所属す

ることができず, 両者の間を浮遊する.

3.2 歴史的な上層階級と下層階級 -混淆と断絶

こうして見ると, メキシコシティにおいて上層階級

と下層階級は一見混淆しているように見えて, その実,

お互いが隔離し合っているという状況が見て取れる.

このことを, メキシコの歴史的観点から分析しよう.

まず, スペインのコンキスタドールであるエルナ

ン・コルテス（Hernán Cortés：1485-1547）が, 1521年

に当時メキシコ半島に君臨していたアステカ帝国を征

服した事実を重視したい. 結果, メキシコにおいてペ

ニンスラール（スペイン出身の白人）, クリオージョ

（新大陸生まれのスペイン人）, メスティーソ（スペ

イン人と先住民の混血）, インディヘナ（先住民）, ム
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ラート（白人と奴隷として連れてこられた黒人の混血）,

黒人, という, 皮膚の色に応じた階級格差が生じた.

この階級格差はいわゆる法律的な影響力を持つもので

はないが, 現在まで暗黙裡にメキシコに存在している.

その上で, 『アモーレス・ペロス』に登場する人物

たちを見てみよう. 第 1のエピソードでは, オクタビ

オ, ラミロの兄弟は（ラミロはやや褐色ではあるもの

の）白人で, 闘犬場のオーナー・マウシリオはメステ

ィーソないしはインディヘナ, そしてラミロの妻にし

てオクタビオの義姉スサナもメスティーソないしはイ

ンディヘナの血を引いていると思われる. うち, オク

タビオとラミロの母親は皮膚の色から類推するにメス

ティーソのようであり, もしかしたらこの兄弟は「皮

膚の色が極端に白いメスティーソ」かもしれない 3. そ

して, 残酷かつ差別的な推論ではあるが, 社会的には

皮膚の色が濃くなるにつれて「悪人」かつ「貧乏」と

見なされる傾向が強まっていくように思われる.

具体的に見ると, オクタビオは第 1のエピソードの

中で最も白人に近い. そして, 強盗を働くラミロは,

相対的に見て弟のオクタビオよりも肌が褐色である.

このことは, ラミロが DVを働くどうしようもない夫

であると同時に, 配偶者としてはオクタビオの方が

「まし」という視聴者の評価に帰結する. 更に, メステ

ィーソのスサナはこの恋愛三角関係の中で, 明らかに

もっともたちが悪い. オクタビオと肉体的に結ばれて

も, 彼女は結局実の夫ラミロの下に駆けつける. しか

も, オクタビオが稼いだお金を持ち出して, である.

彼女は『アモーレス・ペロス』の登場人物の中でもっ

とも極悪人である. そしてそれを, オクタビオも無意

識的に承知しているのであろう. だからこそ, スサナ

と肉体的に交わる彼の顔に快楽の表情は浮かばない.

むしろ, 苦しそうな, やりきれない思いを胸に秘めつ

つ, 彼はスサナを抱き締める.

小悪党に位置づけられるメスティーソないしはイン

ディヘナのマウシリオも, ピカロ的な振る舞いを見せ

る. 白人男性ハロチョから闘犬で金を巻き上げようと

オクタビオと共謀し, オクタビオの闘犬コフィが撃た

れると, 自分は知らぬとばかりにお金を押しつけて闘

犬場から逃げ出す. 一方, 白人のハロチョは自分の犬

がコフィにこてんぱんにのされても, （恐らくは自分

のお金で）代わりの犬をどんどん連れてくる. つまり,

ハロチョはオクタビオやラミロのように経済的に困窮

している様子はない.

とどのつまり, ハロチョは闘犬を（もしかしたらお

金に困っていない人間特有の）娯楽としてしか見てい

ないのに対し, マウシリオやラミロはそれを生活の礎

を築く必要不可欠な行事とし, そしてオクタビオはス

サナとの出奔のための軍資金調達の機会にしようとし

ていることになる. ここで, 肌の色による階級差が浮

き彫りになる. 白人ハロチョにとって娯楽の闘犬は,

（擬似的白人の）オクタビオにとっては恋人の気を惹

くためのお金稼ぎ, そしてメスティーソないしはイン

ディヘナのマウシリオにとっては生活に必須のイベン

トなのである. つまり, 経済的に見ても皮膚の色によ

る格差は生きている.

この傾向は第 2のエピソードでも変わらない. 白人

のバレリアは, 同じく白人でメキシコ人の裕福な男性

ダニエルと不倫するが, 彼女はスペイン人である. 実

際, 彼女は電話での応対に「もしもし（¿Diga?）」と発

言するなど, スペインのスペイン語を操っており, 異

国の地（メキシコ）にいながらも故郷（スペイン）の

アイデンティティを捨てていない. そんな彼女が, 同

じくメキシコ人の妻から夫を略奪するのは, ちょうど

500年ほど前にスペイン人男性コルテスが, アステカ

人女性（メキシコ先住民女性）マリンチェを献上され

たこととリンクする. つまり, 白人によるメキシコの

支配の図式は, まだ生きているのである.

不倫という形でバレリアが略奪し, 妻から見れば略

奪された夫ダニエルが白人という点で, 彼は征服者と

被征服者の境界を行き来する. 経済的・社会的に見れ

ば上層階級であったダニエルは, しかしバレリアの前

では（特に愛犬リッチーの件で）言いなりである. ダ

ニエルは, 第 1のエピソードの人物たちから見れば上

層階級だが, 第 2のエピソードの中ではむしろ精神的

に下位に位置する. そして, 精神的にトップに君臨す

るのが支配者たるスペイン人バレリアである. そんな



田林・『アモーレス・ペロス（Amores Perros）』に見る年物語性 -社会階級と主体性を巡って-

— 53 —

境界線上のダニエルが, スペイン人の支配（バレリア

の愛）に嫌気が差して, 正妻たるメキシコ人女性を想

って無言電話をかけるというのは, ちょうど支配者階

級に支配された 500年前の先住民族の心理的態度（征

服者スペイン人への反発と先住民族性の固持）に繋が

る.

最後に第3のエピソードを見よう. 白人男性のエル・

チーボは, 仲介役のメスティーソの刑事を通して, 白

人男性グスターボの殺しの依頼を受ける. いったんは

社会の上層階級にいた白人が前科者となり, 更に殺し

を請け負うことによって, 社会の最下層にまで転落す

る. 言わば, クリオージョ的な地位にいた支配者層の

人間が 4, 社会的に制裁を受けて共同体から拒絶され

たことになる. Ortega（1930）が指摘するように, 社会

の様々な層で「大衆（masas）」が存在するとするなら

ば, 彼は上層階級の選民であることを止めて, 大衆の

周辺に追いやられたアウトサイダーないしは精神的・

内面的な「非エリート」に堕する. 仲介役の刑事レオ

ナルドは, そんな彼の屈折した心を掌握しており, そ

の意味でエル・チーボを取り巻く世界では, 皮膚の色

による社会階層が逆転している（非エリート（殺し屋

エル・チーボ）＞メスティーソ（仲介役の刑事レオナ

ルド）＞白人男性（殺害の依頼人グスターボ））.

そんな彼が, 一見して上層階級に属するエリート白

人から殺人の依頼を受ける. エル・チーボにとって, 自

分の兄弟ルイスを殺すように依頼してくる気弱な白人

男性は, 無力と怠惰の象徴以外の何物でもない. だか

らこそ彼は, グスターボの言うがままに行動すること

ができず, ルイスを殺害することもできなかった. 彼

は堕落したグスターボを「意気地なし」「臆病野郎」と

罵り, 殺害ターゲットのパートナーであるルイスと引

き合わせ, 両者を縛り上げて殺人執行の決断を彼らに

委ねる. それは, エル・チーボが軽蔑している「度胸の

ない上層階級の白人」に対して, かつて上層階級に所

属していたが落ちぶれた自分の優位性を見せつけるた

めの行為である. だからこそ, 彼は縛り上げられた二

人の「白人兄弟」を前に「いいスーツだな」と嘯きな

がら悠々と身支度を済ませ, 「下層階級の象徴たる」

闘犬コフィとともに彼らの前から悠然と去っていく.

こうして見ると, グスターボとルイスの兄弟は, 第

1のエピソードのオクタビオとラミロの兄弟と奇妙に

似ていることに気づく. 両者とも, 兄弟同士憎しみ合

い, オクタビオはマウシリオに頼んでラミロをリンチ

にし, グスターボはエル・チーボに頼んでルイスを殺

害せんと企てる. 違いは, その憎しみが顕在化してい

るか（オクタビオとラミロ）, 潜在化しているか（グ

スターボとルイス）である. そしてその違いは, そのま

ま階級差の違いとして出てくる. 表面に現れる感情を

そのまま素でぶつけ合い, 生の迸りをむき出しにする

ことが許される下層階級の喧嘩と, 体面を取り繕い,

表面上は何もないように, むしろ友好的に振る舞いな

がらも腹の奥底では殴り合うような魑魅魍魎蠢く策略

が要求される上層階級の喧嘩, という対立が描かれる.

第 1のエピソードで, 下層階級に属するオクタビオ

はナイフを手に自らの意思と力でハロチョを刺した.

一方, 第 3のエピソードで上層階級に属するグスター

ボは, ルイス殺害のためにエル・チーボから銃を差し

出されても, それを受け取ることすらできない. むし

ろここで強者なのは, 社会的に評価の低いオクタビオ

の方なのである. ここにも, 第 3のエピソードにおけ

る階級格差の逆転が見られる.

第 3のエピソードの最後のシーンで, エル・チーボ

は「白人」になり, 愛娘マルの枕の下に今まで稼いだ

お金を置いていく. そして, 闘犬コフィは（改心したエ

ル・チーボの愛玩犬兼道連れとして）ブラッキーとい

う新たな名前を与えられて, 両者は新生活をスタート

させる. つまり, 最下層にいた殺し屋から一転, 上層

階級の白人に変身したエル・チーボは, やはり下層階

級に属していた闘犬コフィが上層階級の象徴たるペッ

トに変身したように「生まれかわる」のである. かり

そめの力関係の逆転で下層階級の人間が力を振るって

いた世界から飛び出し 5, 真の意味での「白人」と「愛

玩犬」になろうと決意して二人は上層階級の一員とな

らんと欲する. そのためには, 知り合いが大勢いるメ

キシコシティに留まっていては甚だ具合が悪い. だか

らこそ, 彼らは名前を変えて, 自分たちを知る人間が
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いる街から逃げ出すのである.

3.3 都市物語（性）の特徴 -主人公がいない物語と

土地の情景

『アモーレス・ペロス』は「犬」や「階級」が中心

的な要素となって物語が展開していくが, メキシコシ

ティという場所的観点（都市性）から見ると, 注目す

べき点がある. それは, 都市物語性に特徴的な「主人公

不在」と, メキシコという土地が醸し出す「場の情景」

に大別される.

まず, 「主人公不在」という都市物語性を検討しよ

う. いわゆる「都市物語」は, ジャンルとして確固たる

地位を築いていないものの, その特徴を備えた文学作

品は散見される. 例えば , カルロス・フエンテス

（Carlos Fuentes：1928-2012）が 1958年に著した『澄

みわたる大地（La región más transparente）』においては,

「生まれも育ちもメキシコ・シティ」のイスカ・シエ

ンフエゴスが, メキシコシティに住む「ありとあらゆ

る階層の」人々の話を聞いて回るというスタイルを取

っている. 中心となる人物はおらず, シエンフエゴス

は聞き役に徹しており, 話題の中心はメキシコシティ

に集約される. 売春婦から銀行家, 大農園の領主, 出

稼ぎ労働者や兵士など, あらゆる階層の人間の口から

発せられるテクスト的な「語り」は, シエンフエゴス

を経由して「メキシコシティ」の多様な側面を浮かび

上がらせる.

また, 同じくメキシコの作家ホセ・エミリオ・パチ

ェーコ（José Emilio Pacheco：1939-2014）による 1981

年の作品『砂漠の戦い（Las batallas en el desierto）』も,

ラテンアメリカの都市物語（都市小説）の代表と言っ

て良い. その他, キューバの作家ギジェルモ・カブレ

ラ・インファンテ（Guillermo Cabrera Infante：1929-2005）

の『TTT（Tres tristes tigres）』は, 登場人物たちがハバ

ナ市を縦横無尽に駆け巡る都市物語であったし, ガブ

リエル・ガルシア＝マルケス（Gabriel García Márquez：

1928-2014）のノーベル賞受賞作『百年の孤独（Cien años

de soledad）』は架空の街マコンドを舞台にブエンディ

ア一族の生き様を描いている. （架空の）街に物語の

中心的な役割を担わせる文学的手法は, メキシコの作

家フアン・ルルフォ（Juan Rulfo：1917-1986）が『ペ

ドロ・パラモ（Pedro Páramo）』において, 架空の街コ

マラを魅力的なゴーストタウンとして描いているとこ

ろにも見出せる 6.

メキシコ発の小説は, 1960年代に沸き起こった「ラ

テンアメリカ文学ブーム」の中でも, キューバを中心

とするカリブ海と, アルゼンチンを中心とするラプラ

タ地域の文学に挟まれており, この 2地域に比べて突

出した特徴を持っていない. メキシコ文学は, 19世紀

末以降のインディヘナの復権を求める「インディヘニ

スモ」の潮流に乗ったことにより 7, 前述した（社会）

階層を意識し始めたと言えるだろう. そして, 社会階

層の混濁と断絶は, 当該作品が都市物語性を内包して

いればいるほど強調されうる.

これらの都市物語に共通するのは, ある一人の登場

人物（主人公）に焦点を絞ってその人物の趨勢を全て

述べるのではなく, 複数の登場人物（主人公たち）が

（必要があれば, ある土地や街を中心にして）複合的

に絡み合い, 物語を形成していることである. もちろ

ん, 中心となる「主人公候補」がいないわけではない

が, ある絶対的な指針としての「一人の主人公」は欠

落している. それと同時に, 物語の場所性が単なる背

景に留まらず, むしろ前景化してくる 8.

都市物語性は, 『澄みわたる大地』を訳出した寺尾

によれば, 次の言葉に要約されよう.

都市という巨大な怪物を相手に, 手法的実験を繰り

返しながら多様な社会階層を代表する登場人物を繰り

出し, 彼らの話し言葉を再現すべく, 方言や俗語を広

範に取り込んで完成したのが本作『澄みわたる大地』

である.

（カルロス・フエンテス『澄みわたる大地』「訳者解説」

寺尾隆吉（訳）現代企画室, 2012年, p. 502.）

『アモーレス・ペロス』はその意味で, 映画化され

た「都市物語」ということができよう. 第 1のエピソ

ードではオクタビオとスサナ, 第 2のエピソードでは
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バレリアとダニエル, 第 3のエピソードではエル・チ

ーボが「主役級」の活躍をしていることは事実である

が, このうち誰が「唯一の主人公」かつ「主役」なの

かは判然としない. 彼らはほぼ同一の重みを持ち, 彼

らに付随する「準主役」も複数いる. その代わり, 彼ら

が織りなす物語の絡みが, メキシコシティで顕在化さ

れる. 敢えて言えば, 『アモーレス・ペロス』の「主人

公」は「メキシコシティの犬たち」と言っても良いか

もしれない. しかし, 犬たちもその土地や街に合わせ

た背景や個性を持っている. そこに人間が絡み, 物語

をより奥深く見せる効果を担っている. そして,「多様

な社会階層」は, 人間だけでなく, 犬の中にも見出せ

る.

こうして物語において前景化されたメキシコシティ

の都市性を検討すると, 更に特異点が明らかになる.

まず, シエンフエゴスの独白から始まる『澄みわたる

大地』の冒頭を見よう.

私の名はイスカ・シエンフエゴス. 生まれも育ちも

メキシコ・シティ. 大したことじゃない. メキシコに悲

劇などない. すべてが屈辱になる. 屈辱, この血が龍

舌蘭の棘のように私を突き刺す. 屈辱, この狂気に麻

痺した私の体が, あらゆる曙を凝血の色に染める. そ

して明日に向かって永遠に続く死への跳躍.

（前掲書, p. 8.）

「屈辱」の地たるメキシコシティはどのような街な

のか. まずはその中心地たるソカロを概観しよう. ソ

カロ（Zócalo）は他のスペイン語圏の国々では中央広

場（Plaza Mayor）と呼ばれる地区で, メキシコシティ

独自の呼び名である. ソカロはその荘厳さや美しさか

ら, ロシアの赤の広場, 中国の天安門広場とともに世

界三大広場の 1つとみなされている. 柳原が指摘する

ように 9, メキシコはアメリカ大陸の国とは言え, 300

年以上スペインの植民地にあった. つまり, コロニア

ル調の街並みで構成されているメキシコシティやソカ

ロは, ヨーロッパ（スペイン）の伝統的な構造を保持

していることになる. また, 広場は王の戴冠式や様々

な娯楽, 裁判, 見世物としての公開処刑といった政治

的な「パンとサーカス」に加えて 10, 商売, 人的交流な

どの経済的・精神的な繋がりの場でもある. このよう

に重要な土地（ソカロ）を蹂躙する行為によって, よ

りスペイン人による征服は達成されやすくなる 11.

しかし, ヨーロッパ的な構造を持つソカロは同時に,

植民地支配に抗した歴史的な場所でもある. 画家ディ

エゴ・リベラは独自の世界観で『メキシコの歴史』と

いう壁画をソカロで作り上げた. この壁画には様々な

メキシコの歴史の側面が刻み込まれており, 革命批判

の要素や社会主義を称揚する図式も散見される 12. 更

に, ソカロは征服者たるスペイン人が先住民たるアス

テカ文明を駆逐して建築されたもので, これは即ち,

スペイン人が先住民の宗教儀礼の場, 神聖な場を破壊

して, 重ね合わせるようにソカロを作り上げたことを

意味している 13.

このように多層的・多面的な特徴を豊穣に備えるソ

カロは 14, 征服者としてのスペイン的な要素も持ちつ

つ, 同時にアステカ民族に代表される先住民の怨念も

込められている. カルロス・フエンテスが作品の中で

「屈辱」と形容したのは, まさにソカロが愛憎混濁し

た地域で, その中には主に先住民族の恥辱も含まれて

いるからに他ならない.

こうして歴史的にも人口構成面でも多様な社会階

層・人種・民族で成り立っているメキシコシティだが,

彼らが決して真の意味で交流し, 混淆することはなか

った. メキシコシティの中心部は主に白人に代表され

る富裕層が占拠し, メスティーソや先住民族に代表さ

れる貧民層は周辺部に追いやられていた. 仮に彼らが

一箇所に同居しても, 腹を割ってお互いをさらけ出す

ことは極めて少なかった.

『アモーレス・ペロス』は, そうした「一見混濁し

ているように見えるが, 実は奥底では薄いオブラート

で仕切られている」民族や人種・社会階層の様相を如

実に示している作品でもある. その意味で, この作品

はソカロの縮図とも言える「都市性を内包した映画」

なのだ.

分断されたメキシコシティと同様, 『アモーレス・
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ペロス』の登場人物たちも根本で絆をずたずたに断ち

切られている. 第 1のエピソードでオクタビオの求愛

をはねのけて DV夫ラミロを選んだスサナは, その意

味で「分断されたメキシコ」の象徴である. （スペイ

ン人により近いと思われる）白人オクタビオを拒絶し,

（メスティーソにより近いと思われる）褐色の肌のラ

ミロを選ぶものの, ラミロは強盗の最中, 警官に銃で

撃たれて死亡する. メスティーソのスサナはスペイン

的なオクタビオと分断されるが（第一の分断）, それ

でも褐色の肌のラミロと同化することはない. ラミロ

はスサナに対して愛情の欠片もなく, 平気で浮気を繰

り返し（第二の分断）, 彼の死をもって物理的な離別

（第三の分断）を味わう. それはちょうど, 混淆の地メ

キシコシティがインディヘナ（先住民）にもなりきれ

ず, 白人（スペイン人）にもなりきれない宙ぶらりん

の様子と符合する.

3.4 意思決定の主体性・相対性 -努力して何かに向

かう人々

『アモーレス・ペロス』には, 『ドン・キホーテ（El

ingenioso hidalgo Don Quixote de la Mancha）』やカルデ

ロン・デ・ラ・バルカ（Calderón de la Barca：1600-1681）

の『人生は夢（La vida es sueño）』に見られるような, 自

己決定の不安感や客観的指標の欠如が内包されている.

カストロは次のように述べる.

われわれが（註：『ドン・キホーテ』や『人生は夢』

に見られる主観性において）目前にするのは, 最高な

るものへの逃避にしろ, 最低なるものへの落下にしろ,

ひとつの存在様式の内に組み込まれた極性である. 予

測を超えた投影物の中に展開してきた生が, 自らを実

現し, 己の姿を現すのは, まさしくそうした極性の中

においてである.
Castro（1967：433）下線筆者

上層階級（最高なるもの：白人）に属するか, 下層

階級（最低なるもの：メスティーソ, インディヘナ）

に属するかは, 「予測を超えた投影物の中に展開して

きた生」を生きる登場人物たちの主観的判断で決定さ

れる. 極性の軸は揺らぐことこそないものの, 20世紀

のメキシコ（及びメキシコシティ）においては, どの

層に自らを置くかは自己決定する余地がある. スサナ

は自らを最下層に置くことを選択し, メキシコ特有の

分断を経験する. エル・チーボは, 一度は大学教授とい

う上流階級を選択するものの, 自らの意思で革命家か

ら殺し屋（という最下層）へと転落する. しかし, やは

り「自分の意思で」白人男性からの殺しの依頼をはね

のけ, メキシコシティから出奔することで再び高みに

上ろうとする.

つまり, 金銭を稼ぐことで上層階級に所属しようと

奮闘するオクタビオ・ラミロ兄弟をはじめ, 登場人物

全ては最上位や最下位といった序列に対して反抗する

力を持っている. 第 2のエピソードのバレリアがスペ

イン人なのは彼女の努力の賜物ではないが, 彼女がス

ーパーモデルにのし上がるまでには（いわゆる女の手

管も用いた）涙ぐましい努力があっただろう. 彼女の

かりそめの「恋人」たる白人男性アンドレスも, 自ら

をダニエルに売り込むために奔走する（彼に「雑誌の

表紙は私で飾ってくれ」と頼むシーンがある）. ダニ

エルは妻と別居してバレリアと不倫生活を送るが（下

層的生活）, 後に未練たらしく本妻に無言電話をかけ

る（上層的生活への回帰の努力）.

こうした彼らの涙ぐましい努力は, 第 1のエピソー

ドのオクタビオの意気込みにも見られる. スサナに振

られ, もはや駆け落ちする機会が奪われてもなお, 彼

はハロチョとの闘犬に大金をかけて金銭的欲求を満た

そうと奮闘する（上層的生活への上昇の努力）. 更に

第 3のエピソードにおいて, 銃殺されたラミロの葬式

の場においてすら, 彼は未亡人となったスサナに言い

寄る. そして, 彼女にすげなく断られても, 一方的に

邂逅を約束したバスターミナルへ足を運ばずにはいら

れない. 悪女たるスサナへの彼の偏愛は常軌を逸して

おり, 仮に彼が彼女と結ばれたとしても, 幸せな生活

は決して送れない. オクタビオは, 自ら進んで「悪女ス

サナとの共同生活」という悪夢（≒最下層の生活への

回帰）に足を踏み入れようとしているのだ.
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一方, この主体性の対極にあるのが, ヴィクトル・ユ

ゴー（Victor Hugo：1802-1885）が 1831年に著した『ノ

ートル＝ダム・ド・パリ（Notre-Dame de Paris）』だろ

う. 主人公のエスメラルダに鐘つきのカジモド, 司教

補佐のクロードなどの際立った特徴は, 「演劇的なキ

ャラたち」「元祖キャラ小説」とも称される 15. もちろ

ん, エスメラルダやカジモドなどの登場人物が全く動

いていないわけではないし, アプリオリに行動してい

るわけでもない. だが, 彼らはあらかじめある程度与

えられた「先天的な人物造型の設定」を大きく逸脱す

ることはない. 『ノートル＝ダム・ド・パリ』が「神

話的小説」と呼ばれる所以でもある 16. だからこそ, 彼

らは「おおまかなストーリー」を保持しつつ, 舞台や

映画, 演劇などの「複数の作者」によってマルチな媒

体で活躍することができる.

一方, 『アモーレス・ペロス』においては人物造型

の設定が極めて曖昧で, その余白を最大限に利用して

彼らは視聴者（や, あわよくば作者や監督）から離れ

て独自の行動を取り始める. その意味で,『ノートル＝

ダム・ド・パリ』においてはキャラクターがしっかり

と定められており, その個性が織りなす群像劇が描か

れているのに対し, 『アモーレス・ペロス』では, あま

り枠組みが決定されていない登場人物が, 「自分勝手

に」かつ「ダイナミックに」観客を裏切るような奇想

天外かつ様々な行動を取り始めると言っていいだろ

う.

『アモーレス・ペロス』は, 生まれた瞬間にアプリ

オリに条件が定められているとはいえ 17, 生き方の決

定が登場人物に委ねられて, 彼らの意思が相対性を持

っていることには注意を払うべきだろう. その意味で,

エル・チーボはこの相対性, 言うなれば「都市物語に

特徴づけられるメキシコシティ特有の曖昧性」を豊富

に備えたキャラクターである. 第 1のエピソードにお

いて, 彼は上層階級の化身たる娘のマルに接近したく

とも, 家族に遮られて面会が叶わない. 彼は数多くの

犬を連れて（上層階級的）, 上層階級にいた頃のシン

ボルたるマルの周りを偏狭的に探っていく（下層階級

的）. 最終的に彼はマルの家の鍵をこじ開けて侵入し

（下層階級的）, 殺し屋として稼いだ（下層階級的）

大金を置いていく（上層階級的）. 携帯電話から娘に

向けてメッセージを残す様は, 罪人が教会で告解する

様相を呈する（上層階級的）. 彼が取る行動は全て自

らの強固な意思が根底にあり, 時に階級間を漂流する

ものの, 主体的かつ自己決定的である.

このように, 各エピソードの登場人物の意思が複雑

に絡まり合い, いわゆる小ネタ的な関係も散見される

ものの, 基本的には彼らのストーリーはつかず離れず

の繋がりを保っている. その媒介をするのが, 他なら

ぬ「犬」や「（犬のような）愛」なのだ.

4. 結語

本稿では, メキシコを代表する傑作映画『アモーレ

ス・ペロス』を,「犬」というフィルターを通しつつ, 階

層ごとに混淆と断絶の狭間にあること, 都市物語性か

ら帰結される「主人公の不在」と「場所（メキシコシ

ティの重要性）」, そして登場人物が客観性ではなく物

語の内部で主体的に動いていることを見た. それぞれ

の登場人物は, ある一定の尺度で決められた役割

（papel）を果たしているだけでなく, 物語の中でアプ

リオリに与えられた状況を自らの望むものに変えよう

と涙ぐましい努力を見せる. しかし, メキシコシティ

という土地柄に潜む階層間の分断が時に彼らを阻み,

「彼らの思い描いた通りの」人生を歩むことを妨害す

る. 一見恵まれた地位にいた, 第 2のエピソードのバ

レリアとダニエルの不倫カップルとて例外ではない.

バレリアは華々しいモデルの地位を足とともになくし,

愛のないマンションに向かうダニエルの表情は暗い.

第 1のエピソードでは, 思い焦がれる義姉を悪女と

知りながら求愛するオクタビオ, 強盗を繰り返すラミ

ロの兄弟に, DV夫から離れられないスサナ, と, これ

また救いがないほど彼らは不幸のどん底を突っ走る18.

彼らの努力はことごとく空回りし, 与えられた状況を

自分の望むようにしようとしても, 事態は悪化するば

かりである. 最後の第 3のエピソードでも, 結局殺し

屋のエル・チーボは住み慣れたメキシコシティを離れ

なければならなかった. そして, 兄弟殺しの依頼をし



東北大学 高度教養教育・学生支援機構 言語・文化教育センター年報

2022 年 12月 20日 pp.48-59

— 58 —

たグスターボは, 作品中で言及されるようにカインと

アベルを想起させる. そして, カインとアベルがとも

に不幸な末路を迎えたように, 彼らにも対話の道は残

されていない. だからこそ, エル・チーボは縛り上げら

れた両者の間にあざ笑うかのように携帯電話を置き,

話し合いの結果を知りたい, などと皮肉交じりの台詞

を吐くのである.

このように, スペイン文学の特徴である「生々しい

生の発動」が, メキシコの作品でも豊穣に見られるこ

とを看過してはならない. このことは, とりもなおさ

ずメキシコシティが 300年以上スペインの植民地下に

あったことも影響しているだろう. それだけにより一

層, 本作品の「都市物語性」が顕著に表れたとも言え

る. それを, 穢れの象徴である「犬」を用いて絶妙に表

現したことで, この作品は傑作の地位を掴んでいる.

今後, この作品のみならずラテンアメリカの映画諸

作品を, 他のメキシコをはじめとするラテンアメリカ

文学, 特に都市型物語に位置する『澄みわたる大地』

や『百年の孤独』のような作品と絡めて, 深く比較検

討をすることが課題となろう.

註

1)『アモーレス・ペロス』と犬の階級差についての考察は, 丸

谷（2002：13）に詳しい.

2) その意味で, テレビの司会者が, リッチーは「アンドレス

（バレリアの世間に向けての擬似的恋人）に似ている」と

揶揄するのは決して偶然ではない. アンドレスは売れっ子

の俳優で, 日々の暮らしに困ることのない富裕層の人間で

ある. つまり, アンドレス, リッチーの両者ともに「社会的

に高い階層に位置する」という共通点を持つ.

3) アメリカ合衆国の第 44代大統領バラク・オバマは, 黒人初

の合衆国大統領であるが, 皮膚の色は黒人の中では白い部

類に入るだろう. ハリエット・アン・ジェイコブズ（Harriet

Ann Jacobs：1813-1897）の『ある奴隷少女に起こった出来

事（Incidents in the life of a slave girl）』の冒頭にも, 「両親の

肌は, 黒人としてはとても白く, 茶色がかった黄色で, ム

ラート（白人と黒人の混血）と見なされていた. 」との記

述がある（ハリエット・アン・ジェイコブズ『ある奴隷少

女に起こった出来事』堀越ゆき（訳）新潮文庫, 2017年, p.21）.

かのように, 皮膚の色と人種はしばしば一致せず, 見る人

の主観に依存する.

4) 彼は, メキシコ人という点でペニンスラール的ではないと

いう点に注意.

5) 闘犬コフィが闘犬場では最強の存在であったことも看過

してはならない. 闘犬という下層階級の中で, コフィはヒ

エラルキー的に最上位にいた. 即ち, 力関係ではコフィは

「上」であった. ところが, 交通事故によって飼い主オクタ

ビオの手から離れ, エル・チーボに預けられてからは, コフ

ィは彼の愛玩犬たる「下層」に定位することを要求される.

それに抗うかのようにエル・チーボの愛犬たちを噛み殺し

たコフィは, ここで初めて力によって「上層階級」に属す

るようになる.

6) 日本でも, 恩田陸が『ドミノ』という都市物語作品を著し

ている. この作品では,「都市」よりもやや小さい「東京駅」

を舞台にして, 複数の登場人物が入り乱れて物語が展開し

ていく.

7) 寺尾（2020：193）.
8) 澤井は, ルネサンス的な都市の捉え方として次のように

述べる.

都市は最も身近なマクロコスモスと解釈してよいだろ

う. しかしルネサンスの理念上の都市構造を例にとると,
都市自体がマクロから見れば小さな宇宙であり, ミクロ

から見ると人間の生活空間理念が具現された宇宙といえ

る. つまり, 都市には人間と宇宙（自然）との媒介的存在

の意味がある.
澤井（2001：47）

人間と宇宙の媒介として機能する都市, ミクロコスモス

とマクロコスモスの交差点に位置する都市が文学作品とし

てクローズアップされるのは, ルネサンス的な理念からし

ても妥当であろう.

9) 柳原（2019：60）.

10) 鹿島（2019：61, 81, 173）及び佐藤・木俣（2011）.

11) ある神聖な宗教的場を破壊すれば「改宗」させることが

できると考えるのは, 歴史的に普遍な現象である. フラン

ス王国建設後のシトー教会は, 8世紀に農地改革を押し広げ

て木々を切り倒し, 森の神々（異教の神々）の居場所をな

くして農民たちをキリスト教に改宗させようとした. 鹿島

（2019：151）.
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12) 柳原（2019：64-65）.

13) 柳原（2019：72）. なお, アステカ文明の中央神殿は, 正

確にはソカロの真横であり, 真上ではないが（柳原（2019：

76））議論に影響はない.

14) 柳原（2019：65）は「多方面」と形容する.

15) 鹿島（2019：33-38）.

16) 鹿島（2019：第 1章）.

17) 例えば, バレリアがスペイン人として生まれたのは彼女

の努力でなされたものではないし, スサナがメスティーソ

なのも, 彼女の意思ではない.

18) 更に述べるならば, スサナの実母はアルコール依存症で

ある.
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